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盆踊り、収穫祭、スポーツ大会など、子どもか
ら大人まで参加できるアクティビティも。今年
はコロナウイルスの影響で中止が相次いでい
ますが、多くの人が来年の開催を願っています。

日頃の防災への啓発活動（写真は防災コーディ
ネーターによる講話）のほか、災害の危険があ
る場合、速やかな避難を勧めたり、高齢者など
避難が難しい人の支援も。

安全なまちづくりにも自治会は一役買ってい
ます。子どもたちの登下校の見守り、防犯灯の
設置、管理なども。太田北自治会では「子ども
食堂」で食から住民の生活を見守ります。

地区内の美化活動やごみ集積所の管理など環
境整備も自治会が担っています。平和が丘自治
会では歩道脇などの花壇の手入れも。回覧板、
広報紙の配布も自治会活動の一環です。
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前
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、
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感
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近
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っ
て
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。
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。
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仲
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。
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９
７
６
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９
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っ
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。
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。
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入
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。
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自
分
の
住
む
と
こ
ろ
の
自
治
会

が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、市
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
課
に
連
絡
す
る
と
、ど
の
自
治
会
な

の
か
教
え
て
く
れ
ま
す
よ
。
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で
は
、
こ
れ
か
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同
じ
地
域

に
住
む
者
と
し
て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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こ
ち
ら
こ
そ
、よ
ろ
し
く
ね
。

　

昨
年
50
周
年
を
迎
え
、約
１
０
０
０

世
帯
を
抱
え
る
同
自
治
会
を
11
年
間

会
長
と
し
て
支
え
る
時
任
さ
ん
。
会
員

の
超
高
齢
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、�

女
性
に
比
べ
外
出
の
機
会
が
少
な
い�

男
性
高
齢
者
向
け
に
、弁
当
と
ビ
ー
ル

付
き
で
５
０
０
円
の「
ワ
ン
コ
イ
ン

語
ろ
う
会
」を
企
画
す
る
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
も
。「
福
祉
、防
災
と�

課
題
は
多
い
が
、複
数
年
計
画
で
解
決
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
戸

建
て
の
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も
集
合
住
宅
の
人
も
仲
が
良
く
、子
ど
も
た
ち
も
元
気

よ
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拶
す
る
ま
ち
。
私
自
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。

　

約
３
年
前
か
ら
入
居
が
始
ま
っ
た�

分
譲
地
で
、
昨
年
５
月
に
設
立
し
た�

自
治
会
。
高
鍋
か
ら
勤
務
地
で
あ
る
佐

土
原
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り
、地
域

活
動
に
熱
心
な
知
人
の
勧
め
を
き
っ

か
け
に
新
規
設
立
と
な
り
ま
し
た
。�

「
設
立
に
向
け
て
近
所
の
人
と
助
け
合

う
こ
と
で
、話
す
機
会
が
増
え
、楽
し
い
こ
と
ば
か
り
。
役
員
も
働

き
盛
り
の
人
た
ち
で
す
が
、会
則
づ
く
り
な
ど
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
共
有

サ
ー
バ
ー
を
駆
使
し
て
行
い
ま
し
た
」と
原
田
さ
ん
。
コ
ロ
ナ
後
に

懇
親
会
が
開
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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